
本校は、昭和５３年４月に、「笠幡の地に学校を」という地域の熱い思いを受け、開校し、

本年度で４６年目を迎えました。 

校庭の花壇に色とりどりの花が咲き賑わいを見せ始める中、令和５年４月１０日に新１

年生 7１名が入学し、児童６3７名、２２学級（うち特別支援学級３学級）、教職員４５名で、

霞ケ関西小学校の令和５年度がスタートしました。 

本校の学校教育目標は、「考える子・思いやりのある子・たくましい子」です。今年度も、

教職員が心を一つにして、本校の合言葉「わかった できた みんなとできた」が響く学校

となるように、全力で取り組んでまいります。 

 

今年度の重点は、「安心・安全な学校づくり」です。その中で、「人・もの・命を大切にす

る」児童の育成を目指してまいります。 

① 人を大切に 

友達を大切にするために、あいさつをすること、適切な言葉で思いや考えを伝えられ

るようにしていきたいと考えます。 

② ものを大切に 

清掃と靴揃えを中心に取り組んでいます。清掃では、「無言清掃・正直清掃・見つけ清

掃」を合言葉にしています。 

③ 命を大切に 

   令和元年度から、防災教育（特色ある避難訓練）を中心に安全教育に取り組んでいま 

す。今年度も、霞ケ関西中と共に、安全教育の取組を進めていきます。 

 

霞ケ関西小学校で、子供たちが大きく成長してくれることが、私たち教職員の喜びです。

今年度も、「児童一人一人の生きる力を伸ばし、夢と感動のある学校」であり続けるよう、

一人一人が大切にされ、どの子も「その子の花」を咲かせることができる教育活動を進めて

まいります。 

今年度は、様々な活動をコロナ前に戻していけるかと思います。ただ、コロナ禍における

行事の中にも、有効なものがございました。そのままにするもの、コロナ前に戻していくも

について、子供たちを中心に据え、見直しを進めてまいります。ご理解とご協力・ご支援を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

川越市立霞ケ関西小学校 校長 原田 正則 


